
二
三
九

イ
ン
ド
仏
教
の
新
た
な
視
点
（
佐
々
木
）

◇
平
成
十
五
年
度
　
短
大
仏
教
科
開
講
科
目

基
礎
仏
教
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
誠
司

『
般
若
心
経
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
前
期
は
様
々

な
方
面
か
ら
仏
教
の
学
習
方
法
を
学
ん
だ
。
後

期
は
空
海
の
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
を
参
照
し
、

テ
キ
ス
ト
を
丁
寧
に
読
ん
だ
。

禅
学
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
光
賢

禅
学
特
有
の
用
語
の
解
説
を
中
心
と
し
な
が

ら
、
慧
能
に
至
る
ま
で
の
中
国
禅
宗
史
を
概

説
。
そ
の
上
で
『
六
祖
壇
経
』
を
講
読
し
て
、

禅
思
想
の
思
想
的
意
味
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

仏
典
研
究
Ⅰ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
誠
司

近
代
の
イ
ン
ド
仏
教
学
者
の
著
作
を
批
判
的
に

講
読
し
た
。

仏
典
研
究
Ⅱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
成

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
場
で
検
索
機
能
を
利
用
し
、

語
法
に
注
意
し
て
初
期
仏
教
の
漢
訳
を
講
読
。

　
　
平
成
十
六
年
度
　
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
科
彙
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
今
回
は
原
則
と
し
て
平
成
十
五
年
度
を
主
と
す
る

仏
典
研
究
Ⅲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袴
谷
　
憲
昭

源
信
『
大
乗
対
倶
舎
抄
』
の
講
読
を
、
日
本
に

お
け
る
仏
教
思
想
の
展
開
を
検
討
し
て
い
く
と

い
う
大
き
な
目
標
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
っ
て

い
る
。
続
講
で
あ
る
が
、
平
成
十
五
年
度
に
は
、

「
界
品
」
第
九
頌
よ
り
第
十
七
頌
ま
で
の
「
対

本
頌
弁
義
」
を
講
読
し
た
。

仏
教
思
想
演
習
　
　
　
　
　
　
　
　
袴
谷
　
憲
昭

こ
の
演
習
は
、
日
本
撰
述
の
仏
教
文
献
の
講
読

を
通
し
て
仏
教
思
想
を
解
明
せ
ん
と
し
て
開
設

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
目
下
は
、
安
然

『
真
言
宗
教
時
義
』
を
講
読
中
で
あ
る
。
平
成

十
五
年
度
は
、
第
22
、
23
、
24
問
答
の
箇
所
の

み
の
講
読
に
了
っ
た
が
、
所
引
の
諸
文
献
の
も

つ
思
想
史
的
意
味
づ
け
に
よ
り
多
く
の
時
間
を

さ
く
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

中
国
仏
教
演
習
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
光
賢

凝
然
『
八
宗
綱
要
』
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
仏

教
の
歴
史
と
教
理
を
演
習
形
式
で
概
説
。
昨
年

度
は
「
天
台
宗
」
「
華
厳
宗
」
の
項
を
講
読
。

イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
演
習
　
　
木
村
　
誠
司

　
『
中
論
』
を
イ
ン
ド
選
述
の
注
釈
書
と
と
も

に
読
ん
だ
。

仏
教
文
学
演
習
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
成

平
安
時
代
の
文
学
作
品
に
対
す
る
仏
教
の
影
響

に
つ
い
て
検
討
し
た
。

日
用
経
典
概
説
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
光
賢

前
期
は
仏
教
教
理
史
を
概
説
し
な
が
ら
主
要
な

大
乗
経
典
に
対
す
る
解
説
。
後
期
は
曹
洞
宗
に

お
い
て
日
頃
読
誦
し
て
い
る
経
典
（
教
典
）・
語

録
等
を
概
説
。
主
と
し
て
『
修
証
義
』
、
各
種

陀
羅
尼
類
を
中
心
的
に
扱
っ
た
。

中
国
仏
教
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
光
賢

中
国
仏
教
の
形
成
過
程
を
主
と
し
て
教
理
に
力

点
を
お
い
て
概
説
。
教
科
書
と
し
て
鎌
田
茂
雄

『
新
中
国
仏
教
史
（
大
東
出
版
社
）
』
を
使
用
。

日
本
仏
教
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
袴
谷
　
憲
昭

末
木
文
美
士
『
日
本
仏
教
史
』（
新
潮
文
庫
）
を

教
科
書
と
し
、
こ
れ
を
中
心
に
、
仏
教
伝
来
よ

り
近
世
初
期
ま
で
の
日
本
仏
教
史
の
展
開
を
概

観
し
た
。

日
本
禅
宗
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
成

奈
良
時
代
の
修
禅
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
禅
を



二
四
〇

イ
ン
ド
仏
教
の
新
た
な
視
点
（
佐
々
木
）

概
観
。
日
本
達
磨
宗
に
重
点
を
置
い
た
。

仏
教
と
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
光
賢

前
期
は
日
常
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
様
々
な
仏

教
語
を
解
説
し
な
が
ら
、
「
仏
教
と
文
化
」
の

問
題
に
ふ
れ
る
。
後
期
は
中
国
に
お
い
て
偽
経

が
作
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
を
考
察
し
な
が

ら
、
仏
教
が
民
衆
に
浸
透
し
て
い
く
過
程
を
、

『
仏
説
盂
蘭
盆
経
』
や
『
父
母
恩
重
経
』
等
を

講
読
し
な
が
ら
考
察
し
た
。

外
国
語
仏
教
演
習
　
　
　
　
　
　
　
袴
谷
　
憲
昭
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を
最
初

か
ら
講
読
し
た
。

◇
他
学
部
開
講
科
目

〔
大
学
院
〕

修
士
課
程
・
仏
教
学
特
講
Ⅱ
　
　
　
石
井
　
公
成

『
古
今
集
』
『
伊
勢
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
に
お

け
る
仏
教
の
影
響
を
検
討
し
た
。

　〔
仏
教
学
部
〕

日
本
仏
教
文
化
史
　
　
　
　
　
　
　
袴
谷
　
憲
昭

序
　
　
‥
仏
教
東
漸
―
―
半
跏
思
惟
像

第
一
章
‥
「
玉
虫
厨
子
」
と
捨
身
供
養

第
二
章
‥
『
往
生
要
集
』
と
地
獄
極
楽

第
三
章
‥
『
一
言
芳
談
』
と
後
世
物
語

第
四
章
‥
『
日
本
史
』
に
お
け
る
仏
教

第
五
章
‥
『
新
論
』
の
国
体
論
と
仏
教

第
六
章
‥
仏
教
西
来
―
―
靖
国
問
題
考

も
と
よ
り
充
分
で
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
右
の
よ
う

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
講
義
し
た
。『
往
生
要
集
』

に
つ
い
て
は
、
特
に
大
文
第
四
の
「
正
修
念
仏
」

を
中
心
に
「
菩
提
心
」
重
視
の
傾
向
を
問
題
と

し
た
。「
仏
教
西
来
」
に
つ
い
て
は
、
西
来
し
た

仏
教
の
研
究
に
関
し
、
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
の
仏
教
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
を
概
観
し
た
。

仏
教
特
講
Ⅳ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
光
賢

最
初
に
如
来
蔵
・
仏
性
思
想
に
対
す
る
研
究
史

を
主
と
し
て
高
崎
直
道
博
士
の
研
究
を
紹
介
し

な
が
ら
概
説
。
概
説
終
了
後
、『
涅
槃
経
』
を
講

読
。

朝
鮮
仏
教
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
成

日
本
に
残
さ
れ
た
資
料
を
活
用
し
つ
つ
、
三
国

対
立
時
代
か
ら
高
麗
朝
に
至
る
朝
鮮
仏
教
史
に

つ
い
て
概
説
。

中
国
古
典
語
初
級
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
成

前
半
は
文
法
を
概
説
。
後
半
は
、
語
法
に
注
意

し
つ
つ
老
・
荘
・
易
を
中
国
の
注
釈
に
よ
っ
て

読
む
練
習
を
し
た
。

〔
短
期
大
学
〕

仏
教
と
人
間
（
国
文
科
前
半
）
　
　
奥
野
　
光
賢

松
本
史
朗
著
『
仏
教
へ
の
道
』（
東
京
書
籍
）
を

教
科
書
と
し
て
、
仏
教
の
基
本
的
教
義
を
概
説

し
つ
つ
、
仏
教
の
人
間
観
に
つ
い
て
考
察
し

た
。

仏
教
と
人
間
（
国
文
科
後
半
）
　
　
木
村
　
誠
司

前
期
は
仏
教
の
基
本
的
知
識
を
学
び
、
後
期
は

井
上
円
了
『
仏
教
活
論
』
を
講
読
し
た
。

仏
教
と
人
間
（
英
文
科
前
半
）
　
　
石
井
　
公
成

世
界
の
主
要
な
宗
教
、
お
よ
び
、
仏
教
の
教
理

と
歴
史
に
つ
い
て
概
説
。

仏
教
と
人
間
（
英
文
科
後
半
）
　
　
袴
谷
　
憲
昭
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を
講
読
し
な
が
ら
、
仏
教
の
基
本
思
想
、

な
い
し
、
仏
教
と
言
わ
れ
な
が
ら
仏
教
の
基
本

思
想
と
異
な
っ
て
し
ま
っ
た
我
が
国
の
通
俗
仏

教
の
背
景
的
理
論
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

仏
教
と
人
間
（
放
射
線
科
）
　
　
　
木
村
　
誠
司



二
四
一

イ
ン
ド
仏
教
の
新
た
な
視
点
（
佐
々
木
）

前
期
は
仏
教
の
基
本
的
知
識
を
学
び
、
後
期
は

清
沢
満
之
『
精
神
主
義
』
を
講
読
し
た
。

　◇
教
員
研
究
活
動

　
石
井
　
公
成

〔
論
文
〕

「
心
を
探
る
文
学
―
『
源
氏
物
語
』
の
唯
心
思

想
―
」（
『
文
学
』
二
○
○
三
年
七
・
八
月
号
、

岩
波
書
店
、
二
○
○
三
・
七
）

「
禅
宗
に
対
す
る
華
厳
宗
の
対
応
―
智
儼
・
義

相
の
場
合
―
（
『
韓
国
仏
教
学S

E
M

IN
A

R

』

第
九
号
、
二
〇
〇
三
・
八
）

「
ア
ジ
ア
禅
宗
史
と
い
う
視
点
」
（
福
井
文
雅

編
『
東
方
学
の
新
視
点
』
、
五
曜
書
房
、
二
○

○
三
・
十
）

「
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
顔
之
推
作
品
の
利

用
―
『
顔
氏
家
訓
』
と
『
冤
魂
志
』「
王
範
妾
」

―
」（
『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
九
号
、

二
○
○
三
・
十
）

「
「
禅
と
日
本
文
化
」
と
い
う
図
式
の
先
蹤
―

伊
達
自
得
と
鳥
尾
得
庵
の
活
動
―
」（
『
駒
澤

大
学
禅
研
究
所
年
報
』
第
十
五
号
、
二
○
○

三
・
十
二
）

「
朝
鮮
華
厳
の
特
質
―
義
湘
系
に
見
ら
れ
る
禅

宗
と
地
論
教
学
の
影
響
―
」
（
Ｇ
Ｂ
Ｓ
実
行

委
員
会
編
『
論
集
　
東
大
寺
の
歴
史
と
教

学
』
、
法
蔵
館
、
二
○
○
三
・
十
二
）

「
『
大
乗
起
信
論
』
の
用
語
と
語
法
の
傾
向
―

N
G

S
M

に
よ
る
比
較
分
析
―
」
（
『
印
度
学

仏
教
学
研
究
』
第
五
十
二
巻
一
号
、
二
〇
〇

三
・
十
二
）

「
日
本
之
初
期
禅
宗
研
究
最
新
動
向
」
（
林
鳴

宇
訳
） 

（
『
宗
教
研
究
』
創
刊
号
、
中
国
人
民

大
学
仏
教
与
宗
教
学
理
論
研
究
所
、
二
○
○

四
・
二
）

「
『
万
葉
集
』
の
恋
歌
と
仏
教
」（『
駒
澤
大
学
仏

教
文
学
研
究
』
第
七
号
、
二
○
○
四
・
三
）

「
『
大
乗
起
信
論
』
の
成
立
―
文
体
の
問
題
お

よ
び
『
法
集
経
』
と
の
類
似
を
中
心
と
し
て

―
」（
井
上
克
人
編
『
『
大
乗
起
信
論
』
と
法

蔵
教
学
の
実
証
的
研
究
』
（
科
学
研
究
費
研

究
成
果
報
告
書[1

3
4

1
0

0
0

6
]

、
二
○
○
四
・

三
）

〔
発
表
〕

「
『
大
乗
起
信
論
』
の
用
語
と
語
法
の
傾
向
―

N
G

S
M

に
よ
る
比
較
分
析
―
」（
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
第
五
十
四
回
学
術
大
会
、
二
○

○
三
年
九
月
七
日
、
仏
教
大
学
）

「
仏
教
と
近
代
の
家
族
の
諸
問
題
―
妾
の
処
遇

を
手
が
か
り
と
し
て
―
」
（
日
本
仏
教
学
会

二
○
○
三
年
度
学
術
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

二
○
○
三
年
九
月
十
二
日
、
大
正
大
学
）
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袴
谷
　
憲
昭

〔
著
書
〕

『
仏
教
入
門
』（
大
蔵
出
版
、
二
○
○
四
・
三
）

〔
論
文
〕

「
『
大
乗
大
義
章
』
第
一
三
問
答
の
考
察
」

（
『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
九
号
、
二

○
○
三
・
十
）

「
教
団
破
壊
条
項
考
」
（
『
駒
澤
短
期
大
学
仏

教
論
集
』
第
九
号
、
二
○
○
三
・
十
）

「
寡
婦
の
両
銭
物
語
と
Ｐ=

ケ
ー
ラ
ス
紹
介

の
そ
れ
に
対
す
る
Ｓ=

ビ
ー
ル
の
見
解
」

（
『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
九
号
、
二

○
○
三
・
十
）

〔
書
評
〕

「
山
口
瑞
鳳
博
士
の
チ
ベ
ッ
ト
語
文
語
文
法

三
部
作
」（
『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第



二
四
二

イ
ン
ド
仏
教
の
新
た
な
視
点
（
佐
々
木
）

九
号
、
二
○
○
三
・
十
）

　
木
村
　
誠
司

〔
論
文
〕

「
『
中
論
』
に
お
け
るs

v
a

b
h

ā
v

a

に
つ
い
て
」

（
『
駒
澤
短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
九
号
、
二

○
○
三
・
十
）

「
ツ
ォ
ン
カ
パ
の
自
相
説
に
関
す
る
一
報
告
」

（
『
駒
澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
二

号
、
二
○
○
四
・
三
）

〔
発
表
〕

「
『
中
論
』
に
お
け
るs

v
a

b
h

ā
v

a

に
つ
い
て
」

（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
四
回
学
術

大
会
、
二
○
○
三
年
九
月
六
日
、
仏
教
大
学
）

〔
出
張
〕

第
十
二
回
国
際
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
会
（
二
○
○

三
年
七
月
十
三
日
―
十
八
日
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大

学
）

　　
角
田
　
泰
隆

〔
在
外
研
究
〕

愛
知
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

〔
発
表
〕

「
道
元
禅
の
核
心
」
（
愛
知
学
院
大
学
人
間
文

化
研
究
所
研
究
会
、
二
○
○
三
年
十
月
二
十

九
日
、
於
愛
知
学
院
大
学
）

　
奥
野
　
光
賢

〔
論
文
〕

「
「
無
明
」
を
転
じ
て
「
明
」
と
な
す
」（
『
駒
澤

短
期
大
学
仏
教
論
集
』
第
九
号
、
二
○
○
三
・

十
）

「
吉
蔵
撰
『
金
光
明
経
疏
』
の
真
偽
問
題
」（
『
駒

澤
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
二
号
、
二

○
○
四
・
三
）

〔
出
張
〕

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
五
十
四
回
学
術
大
会

（
二
○
○
三
年
九
月
六
・
七
日
、
於
京
都
・
佛
教

大
学
）

日
本
仏
教
学
会
平
成
十
五
年
度
学
術
大
会
（
二
○

○
三
年
九
月
十
三
・
十
四
日
、
於
大
正
大
学
）

第
二
回
ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
ブ
ッ
ダ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
二
○
○
三
年
十
二
月
二
十
日
、
於
奈
良
県
新

公
会
堂
）

【
公
開
講
演
会
】

二
○
○
三
年
十
一
月
十
四
日
　
午
後
六
時

演
題
　
イ
ン
ド
仏
教
史
の
新
た
な
視
点

―
―
現
代
仏
教
学
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
は
可
能
か
―
―

講
師
　
花
園
大
学
教
授
　
　
　
佐
々
木
閑
先
生

【
訃
報
】

非
常
勤
講
師
の
大
西
龍
峯
先
生
が
、
二
○
○
三

年
六
月
二
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
御

貢
献
に
感
謝
し
、
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

◇
研
究
テ
ー
マ
提
出
者
（
平
成
十
六
年
度
）

　
仏
教
科
一
年

佐
々
木
佳
子

「
仏
教
と
人
間
生
活
の
関
わ
り

方
」

長
谷
川
恵
子

「
小
乗
仏
教
の
世
界
」

金
居
　
　
陽

「
日
本
人
の
神
社
観
」

石
井
　
章
仁

「
曹
洞
宗
に
お
け
る
社
会
福
祉

の
思
想
と
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
」

月
村
　
　
修

「
仏
教
と
夢
分
析
」

舟
山
　
睦
男

「
『
般
若
心
経
』
に
つ
い
て
」

泉
　
　
敬
山

「
現
代
宗
教
事
情
の
考
察
―
―

若
者
の
既
成
寺
院
離
れ
と
新
興
宗
教
―
―
」

飯
田
　
勝
洋

「
現
在
生
活
慣
習
の
内
で
の
仏

教
の
教
え
」

石
龍
　
泰
晃

「
中
国
か
ら
日
本
へ
の
仏
教
伝

来
―
―
『
阿
毘
曇
五
法
経
』
に
つ
い
て
―
―
」



二
四
三

イ
ン
ド
仏
教
の
新
た
な
視
点
（
佐
々
木
）

清
水
　
秀
男

「
仏
教
に
お
け
る
平
和
思
想
と

現
代
」

大
滝
　
雅
宜

「
宗
教
と
教
育
」

　
仏
教
科
二
年

岩
間
　
太
郎

「
『
正
法
眼
蔵
』
「
現
成
公
案
」

試
論
」

上
條
　
美
和

「
鎌
倉
仏
教
―
―
親
鸞
の
『
教

行
信
証
』
に
つ
い
て
」

小
田
　
雅
義

「
仏
性
と
は
何
か
」

新
谷
　
英
俊

「
曹
洞
宗
に
つ
い
て
」

佐
野
間
希
崇

「
方
便
力
に
つ
い
て
」

松
本
　
良
子

「
釈
尊
の
伝
記
」

柴
田
　
達
雄

「
輪
廻
と
六
道
に
つ
い
て
」

武
田
　
良
典

「
曹
洞
宗
に
つ
い
て
」

田
中
　
慈
仁

「
現
代
の
人
々
と
仏
教
の
関

係
」

田
村
　
和
徳

「
道
元
の
生
涯
」

浅
井
　
康
博

「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
比
較

―
―
モ
ニ
エ
ル=

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
ケ
ー
ラ

ス
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
―
―
」

齋
藤
　
宏
之

「
各
宗
派
の
葬
儀
の
見
解
と
比

較
」

吉
成
　
宏
道

「
大
乗
愚
禅
に
つ
い
て
」

腰
山
　
拓
道

「
道
元
禅
と
現
代
社
会
」

渡
邉
　
正
文

「
仏
教
と
科
学
」

小
林
　
祥
一

「
江
戸
時
代
の
信
者
獲
得
争
い
」

永
島
　
昌
典

「
『
維
摩
経
』「
不
二
法
門
」
の
考

察
」

雨
宮
　
匠
人

「
人
々
が
宗
教
を
信
仰
す
る
意

義
」

吉
谷
　
裕
美

「
日
本
人
の
死
生
観
を
考
え
る

―
―
鈴
木
大
拙
の
著
作
を
通
し
て
―
―
」

向
　
　
英
信

「
『
維
摩
経
』「
維
摩
の
一
黙
」
に

つ
い
て
」

藤
田
三
恵
子

「
『
法
句
経
』
の
世
界
」

加
藤
　
正
和

「
石
原
莞
爾
と
恒
久
平
和
」

土
井
　
菊
誉

「
日
本
仏
教
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
違
い
」

上
杉
　
憲
廣

「
日
本
に
お
け
る
宗
教
の
土
着

化
」

◇
平
成
十
六
年
度
短
大
仏
教
科
在
学
生

　
仏
教
科
一
年

　
　
　
佐
々
木
佳
子
　
　
　
海
老
名
孝
和

　
　
　
長
谷
川
惠
子
　
　
　
小
原
　
俊
一

　
　
　
濱
　
　
弘
親
　
　
　
金
居
　
　
陽

　
　
　
石
井
　
章
仁
　
　
　
工
藤
　
昌
也

　
　
　
古
屋
　
成
敏
　
　
　
月
村
　
　
修

　
　
　
小
川
　
宜
弘
　
　
　
舟
山
　
睦
男

　
　
　
岡
部
　
良
行
　
　
　
萩
原
　
康
平

　
　
　
相
川
　
利
正
　
　
　
泉
　
　
敬
山

　
　
　
吉
野
ま
ど
か
　
　
　
飯
田
　
勝
洋

　
　
　
石
龍
　
泰
晃
　
　
　
中
堀
有
希
也

　
　
　
成
田
　
紀
久
　
　
　
清
水
　
秀
男

　
　
　
萩
原
　
　
智
　
　
　
大
滝
　
雅
宣

　
仏
教
科
二
年

　
　
　
岩
間
　
太
郎
　
　
　
上
條
　
美
和

　
　
　
村
上
　
孝
宗
　
　
　
新
谷
　
英
俊

　
　
　
佐
野
間
希
崇
　
　
　
岡
部
　
道
喜

　
　
　
松
本
　
良
子
　
　
　
柴
田
　
達
雄

　
　
　
村
上
　
明
宏
　
　
　
武
田
　
良
典

　
　
　
田
中
　
慈
仁
　
　
　
田
村
　
和
徳

　
　
　
浅
井
　
康
博
　
　
　
齋
藤
　
宏
之

　
　
　
井
上
　
翔
太
　
　
　
吉
成
　
宏
道

　
　
　
大
塚
　
元
晴
　
　
　
川
原
　
光
雄

　
　
　
腰
山
　
拓
道
　
　
　
小
林
　
泰
輝

　
　
　
渡
邉
　
正
文
　
　
　
小
林
　
祥
一

　
　
　
小
田
　
雅
義
　
　
　
永
島
　
昌
典

　
　
　
伊
部
　
裕
哉
　
　
　
雨
宮
　
匠
人

　
　
　
青
柳
　
靖
典
　
　
　
吉
谷
　
裕
美

　
　
　
向
　
　
英
信
　
　
　
藤
田
三
恵
子

　
　
　
明
石
　
智
哉
　
　
　
熊
谷
　
晃
生



二
四
四

イ
ン
ド
仏
教
の
新
た
な
視
点
（
佐
々
木
）

　
　
　
加
藤
　
正
和
　
　
　
土
井
　
菊
誉

　
　
　
爾
見
　
淳
芳
　
　
　
石
川
　
晶
悟

　
　
　
上
杉
　
憲
廣

◇
諸
係
担
当
（
平
成
十
五
年
度
）

　
短
期
大
学
仏
教
科
主
任
　
　
　
　
木
村
　
誠
司

◇
学
内
諸
係

　
全
学
教
授
会
委
員
　
　
　
　
　
　
木
村
　
誠
司

　
自
己
点
検
・
評
価
委
員
　
　
　
　
石
井
　
公
成

　
体
育
審
議
会
委
員
　
　
　
　
　
　
袴
谷
　
憲
昭

　
教
育
人
事
委
員
会
委
員
　
　
　
　
袴
谷
　
憲
昭

　
宗
教
教
育
運
営
委
員
会
委
員
　
　
奥
野
　
光
賢

　
情
報
シ
ス
テ
ム
委
員
会
委
員
　
　
石
井
　
公
成

　
図
書
館
委
員
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
成

　
図
書
選
定
委
員
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
成

　
禅
文
化
歴
史
博
物
館
委
員
　
　
　
奥
野
　
光
賢

◇
学
科
内
諸
係

　
論
集
編
集
委
員
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
成

　
会
計
・
庶
務
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
野
　
光
賢


